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精神薄弱児の言語障害の診断ならびに

分類の試み
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の状態の後接の炎現の詳言語炎出を言言語障害としているわ

けである。

これ号事を除外した知的能力の陣容を及ぼした原図がjお

語:発声器官に障害を及ぼしたりその他の原割による器質

的欠陥のため精神発育と言語表現に去を途がある場合の障

害，また潔境的要殴などの機能的欠陥による降客などの

診断と分類が必婆とされる。

1 精神薄弱でありなお身体的欠陥をもっ所潤double戸 これらの診断と分類のためにSpeech.Languageのあ

handicapped chi1dren の教育上の困難点を指摘し，こ らゆる局面における発達を;Ji:，きらかにし待客の程度と治

れらの児家がかなりの数にのぼり教育治療法の確立をな 療の可能性が追求されねばならない。

し，社会的自立を援助することを強言還した。特に言語障 精神薄弱の言語の特長，すなわち障害は，様変，会話

擦をあわせもつ子どもの適切な教育方法を強調した。 の様式，会話交の内容，会話の機能などあらゆる側部で遅

2 1940年以降より始まった精神薄弱の言語障害の研 滞がみられ，普通児に適用された分類方法は治療という

究業綴を検討し，今後のあるべき姿，研究方法を探索し 側面からも，精神薄弱特有な精神発育の側面停からも妥当

た。研究業績を仁tl，心にして ではないと考えられる。言語陣容に及ぼす各種の主主因が

の精神薄弱兇の設言語の発達 考察されたがやのいずれも決定的な夜間としてあげるこ

⑪精神薄弱児のiI語障害の分類ならびに出現率 とはできないがなんらかの関係をもち，ある悩人につい

ほ)精神薄弱児のJ宣言長の特長 ては積極的な要協として作用している場合もある。

⑦ 総本tド簿弱児の"tj言語障害に及ぼすさまざまの要害対 治療については特別な分類や診断にもとづいて計画的

①一1.発声発語器官 に治療が行なわれてL、ない現状である。特殊学級や家庭

0[;-2. 遼動能力 での日常生活の中で児童主の言言霊友出合同滑ならしめるた

①-3. I様、 力 め動機づけを与え自発性を喚起する域を出していないo

0[;-4. 潔境的姿間 ある穏のGrouptherapyなどが行なわれているが側々の

①精神薄弱の討議持容¥fc'，の治療 陣容に対応した治療計画のもとで進められてはいないυ

以上のことがらから精神薄弱児の丙訟の発迷は諮通児 これらのことから

と比較し遅滞すること，知脚本寄の担拡が遺症であれば 1) 言諮際海の分類と出現頻度〔精神薄弱の分類には

あるほど言語発達は遅滞する。このことは会話能力にお 問題がある。〉

いても構音 (Articulation)能力においてもみられた。 2) Speechや Languageの能力を測定するために考

言語障害の分類では機資降客 (Disorclersof Articul. 案されたffl兵ならびに方法

ation.)吃り， リズムの降三容 (Stuttering，Disorclers of 3) 治療の計i磁ならびに結果の報告

Rhythm)，音戸障害 (Dirorclersof V oice).発達遅滞 4) 語イや文章の長さなどの機能的E言語の;十測

CRetardecl Speech Development)，聴力障害 (Harclof についてはある程度の研究が進められている。しかし全

日earing)，口蓋破裂(CleftPalate)，脳性麻痔 (Cerebral く未知の領域として

Palsy)，失言吾症 (Aphasia)などがあげられているが精 1) SpeechやLangua併の発迷に及ぼす感覚機能の

神薄弱の弓》否障努については、精神薄弱、自体が|倖訴の 影響

タイプとして片付けられたり、コトパの発迷の巡れ、と 2) 抽象的，概念的思考の発注と話語障害の問題

えなされてきている。出現ネについてもある研究では 3) SpeechやLanguageの発達の診断と評{臓のため

符努児が90%を示した。これらは精神薄弱の知的能力 の Scale.

論女内容

1 はじめに

2 精神薄弱児の言語障害の従来までの研究の概観

3 精神薄弱児の言語降客診断表の作成試案

4 実験
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4) SpeechとLanguageの治療ブ Pグラムのための

方法と技術の明確化。

5) 診断と分類の逃犯のための Speechゃ Language

の能力の分析。

より係2突でより効来的なrtrl百障害の診断のためには，

これらが早急に研究されねばならない。特に上記 3)，

4)，日)の研究は診断の Sca¥eが生まれ121容の分析が行

なわれTherapyProgramを確立するために窪まれる。

3 以上の研究成泉の基礎にたち診断と治療が有機的

に絵びついた診断表〔第一次試案〉の作成さと試みた。〔別

表参照〉

作成表で、考慮された点

1) 精神薄弱の誘諮陣容は普通児の言語障害と等しく

さまざまのものがある。

2) 精神薄弱のぎ言語障害きは言語のある側面にのみ独立

した裂で、あらわれるものとは限らなし、。機資障害，

音声降議，吃音，会話様式ふれぞれに降認を併せも

つことが考えられうる。

3) Speech， Languageのすべての能力の水準をあき

らかにする必要があり，治療の指擦となり治療効果

の権移があきらかになるようプロフイーノレ化してお

く。

4) 言語障害に及ぼす婆留には①務質的なもの，Gむ機
終的なもの，①器質的なものか機能的なものか不明

なものなどが考えられるがこれらの要閣として作用

するものについての診断が行なわれねばならない。

4 診断表にもとづき実験が行なわれた。

Van Riperの基準にもとづき言語降客児51名が抽出

され，それぞれ診断表にもとづきケース別検討が行なわ

れた。

これら 51名のケースについての診断の結果鱗神薄弱

児の言語障害の分類として，

し ぎ言語発達遅滞一苦言質的

2. 言語発達遅滞;一機能的

3. 機斎l障害一苦言質的一会話全体が不明僚のもの

4. {誇音障害一著書質的一会話の一部が不現僚のもの

2若手では l群と同様であるが設諸様式では Jargonの

段階のものが多い。病因は Familialであった。

3群 3群以下5群までは機資降容をど主とした陣容を

もつものであるがE言語様式は低次の段階のものが多心

構音の応答傾向が全く然方向性で一定のリズム含有さず

会話全体が不明般である oj丙i討は日滋性-<t::， Mongolism. 

などである。

4併合で、は言語様式は低次の段階にあり機資の陣容をも

つにも拘らず会話自体は比較的務溌であり構沓の誤まり

応答も清音→濁変化，子音 (Consonant)は障害をうけ

ても母音 (Voweりは1Eしいものが多い。

5群では3群 4若手が器質的欠怖に由来する障害で、あ

るのに対し機能的障害とみられる構音障害である。 1丙図

としては Familial，不明がすべてであり，機音の障害の

応答綴向はほぼ丑若干に等しい。言言語様式はほぼ正常で、あ

る0

6若手では幣制時議と合併して脳性小児マヒMongolism

に特有な斎戸陣容がみられた。脳性マヒでは単調なとぎ

れとぎれな開きとりにくい声。 Mongolismて、はかすれ

た低い戸がみられた。

7群ではMongo1ismで構菅障害群のものに2名みら

れた。

これら各若手の診断テストの結来は次のごとくなった。

1t'f 

呂8 44 39 60 

E 10.10 42.2 41.3 1.8 50.9 

10.7 30.9 62 63.1 

10.5 54.3 62.9 9.9 72.3 

10.7 42.6 41. 7 56.4 

11.10 37、5 76 

10.3 I 47 55 

5. *持管際議一機能的会話の一部が不明瞭のもの この分類と診断テストの結果から 5群 4群 2群，

6. 音声降客 3群群の方向に治療の過程においては劉難度を示す

7. 吃 音 ことが予測され，治療の可能性を予減する尺度としては

1若手の降答では醤諮のあらゆる側面市において未発達な 病因，発声発諮器官の異常の有無，檎音明瞭度と応答傾

状態がみられ発言苦発声告書官の一部に欠陥をもち知能は痴 i匂，無意味単音節機音羽詰ま度と有意味資長打明瞭皮の慈，

I~(lmbeci\e) クラスのものがほとんどで病凶としては目前 聴解力検家などが用いられうることを示唆しているG

炎，脳膜炎のもの， Mongolismのもの，その他であり滋 主として用いた文献

常の会話様式をとるものはみられず SigτLanguage， 1. Van Riper. C， 

Echo¥alie， Jargonなどを示した。 Speechcorrection， princip¥es and methods. 
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精神薄弱言語障害診断ならびに分類の試み

Prentice悶Hall1947. 

2. Johnosn，羽T.et al.， 

Speech handicapped school children. Harper 

& Brothers. 1948 

3. Matthews， J 

Speech problems of the mentally retarded. 

Chapter 17， of Handbook of Speech Pathology 

Narne Sex 

精神昨年弱児のi:-~'議院之官-:fl会断1:<別表

C.A 

r. Q 
Etiological c¥assification 

Clinical symptom 

s 年 月 日書司低

S 年 月 白書帯責

1. (Speech production) 

(1) Picture artic. index 。 50 

(analysis) 

100 misarticulation 

(2) N onsense artic. index 0 100  

(3) Spontaneous artic. index 0Eo  100 

(4) Sound discrimination 0 50 100 

2. (Voice) 

ab. n. 3. (Language function) 

(1) Jargon 
(2) Echolalia 
(3) Sign language (1) 
(4) Sign language (2) 

(5) lrrelevant verbal response 
(6) Speech only 

4. (Stuttering) 

5. (会必火山特長)

(1) 会話交;のi乏d
(z) 会l活の状況

(3) 会活文の機議

6. d言語降i!fに関係のある要簡の分析

〈発議発Ff&i宮母体的条件}
姉設
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